


tovo plus〜あおもりの100家族、わたしたちのこれから。[season 5] No.048

今号（４９家族目）のご家族 ▶
佐藤 義暢さん・沙弐くん・響巴ちゃん
 
撮影場所 ▶黒石市
 
【インタビュー】
●2011年３月11日のこと、憶えていますか？
▶義暢さん「ちょうど農機具屋でバイト中だったんですよ。その店は薪

ストーブを使っていて、ちょうど１人で薪を薪小屋から運んでいる最中

でした。急に扉や窓がバタバタと音を立てて、強い風だなぁと思って外

に出ると、風はなく、近所の人たちが家から外に出てきていて、そこで、大地震だってことに気

がつきました。一帯が停電になってしまったので、その後は、発電機を修理してくれという人た

ちが結構店に来ました。でも、どれも普段は全く使ってないような発電機ばかりで、サビも酷

くて、停電しているし、だんだん外も暗くなってくるし、だんだん見えなくなってきて、ほとん

ど修理もできなかったですね。仕事を終えて、家に戻ったのは夜７時くらいだったと思います。

」

▶沙弐くん「小学校３年生でした。学校の教室にいた時に地震がきました。大きな揺れがきて、先

生が電気を消して、すぐに皆が机の下にもぐりました。迎えにきてもらって、家に戻ったら、ロ

ウソクが何本か立ってて、びっくりしました（笑）」

▶響巴ちゃん「保育園の頃でした。その日は保育園を休んで家にいました。おばあちゃんと一緒に

いました。大きな揺れがきて、テレビが消えて、だんだんと揺れが大きくなり、電気がグラグラ

揺れました。ずっと家の中にいました。」

 
●その日の夜は？

▶義暢さん「夜は、家じゅうのライトを集めてきて部屋を照らしてました。水道は出てたけど、お

湯は出なかったように思います。ただ、うちは薪ストーブを使ってるし、それで、暖もとれて、

お湯も沸かせたので、その点では何も心配はなかったです。ガスも使えたので、料理もできま

した。灯油ストーブもいくつかあったので、ストーブのない家に貸したりしましたね。」

▶沙弐くん「何日か後に電気が回復して、テレビがついたら、３チャンネルだったのは覚えて

る（笑）」

 
●震災後変わったことは？

▶義暢さん「特に家族で話し合ったとかはなかったです。いつどうなるかわからないので、発電機

はいつでも使えるようにしていますね。

震災が起きる前に、今回、被災された地域には仕事でよく行ってたんです。法面っていうんです

けど、道路の両脇の崖の整備をする仕事でした。久慈、大船渡、大槌、宮古、陸前高田、釜石…



など、あの辺は月単位で住み込みで仕事をしていたので、どこもよく慣れ親しんだ街でした。そ

の街が津波に流されていく映像は本当にショックでしたね。去年、車で八戸市から海岸沿いを東

に向かって走りました。思い出の場所や、自分が工事した場所は全く変わり果てていて、探すの

にとても苦労しました。」

▶沙弐くん「うーん…自分の住んでいる場所が好きになりました。」
▶響巴ちゃん「うーん。ないかなぁ。」

 
●10年後のイメージは？
▶義暢さん「地元黒石市の為に、スノーモビルの大会をやって、人を集めて、楽しませたいと思っ

ています。去年は１回目の大会を開催しましたけど、いろいろなイベントを組み合わせながら、

大きくしていけたらなと思っています。大会で全国各地に行きますが、どこもいろいろと趣向を

凝らしていて面白いです。イベントを長く続けていって、だんだん理想に近づいていきたいです

。参加した人が楽しんで、元気になるような催しができたらイイなと思いますね。」

▶沙弐くん「今やっているスノーモビルもモトクロスも続けながら、自立して、ちゃんと仕事を

して、稼げるようになっていたいです。」

 ▶響巴ちゃん「親戚に薬剤師の人がいて、薬剤師に憧れてます。」
 
 【取材後記】tovo plusもついにシーズン５に突入致しました！ご支援、ご協力してくださる皆さ
まのおかげで、なんとか毎月発行し続け、やっと半分くらいまで辿り着きました。本当にありが
とうございます！シーズン5の1家族目は、家族でモトクロスやスノーモビルのレースに挑戦し続
けている佐藤さんご家族。2016年3月13日（日）、黒石市津軽伝承工芸館前特設会場にて佐藤さん
の主催する第2回「スノーモビル こけしの里 チャレンジカップ」が開催！全国から60台以上が集
結します！（今号No.048の撮影とインタビュー担当者：小山田和正）
 
【寄付総額】2011年6月〜2016年2月29日まで「¥4,016,100」を、あしなが育英会「あしなが東日
本大震災遺児支援募金」へ寄付することができました。ご支援に深く感謝致します。
 
【定期購読のご協力を!】1年間の定期購読を承ります。1,800円(送料・寄付含)／1年間(12号)です
。このフリーペーパーは定期購読の皆様のご支援で発行されております。ご支援の程、宜しくお
願い致します。ご希望の方は、ウェブショップ（http://shop.tovo2011.com）よりお申し込みくだ
さい。


